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Transfer lndex に関しては， 1 歳群 5 頭， 2歳群 6 頭， 3歳群 5 頭， 5 歳群 5頭および 7歳以上の成体群 5頭の 5群計
26頭のニホンザルについて 67% と 80% という 2 とおりの獲得基準を持つ逆転弁別課題でそれぞ、れ求められた。その
結果， 67%から 80%への獲得基準の上昇にともなう Transfer lndex の変化は， 1 歳， 2 歳， 3歳の各群では大きな変
化がなかったのに対して， 5歳群，成体群では顕著な下降傾向を示した。これは 1 歳から 3歳までの比較的若い群にお











このような結果から考えれば，ニホンザルの個体発達においては Transfer lndex は脳の大きさを必ずしも反映して
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いるとはいえず， Transfer lndex と脳の大きさを直接対応させることには無理があるようである。ただ， 5歳以上の個
体における獲得基準の上昇にともなう Transfer lndex の低下を学習行動の成熟と考えれば，学習行動の成熟は脳の外
形の完成に比べてやや遅れるということがいえる。この時間的ギャップのある時期はニホンザルの発達段階では幼体
期と成体期の閣の準成体期にあたる。すなわち，脳の外形は準成体期までに完成するのに対して学習行動はこの準成体





まず， 2歳から 3歳のオス 1 頭，メス 2頭の計 3頭のニホンザルを被験体として色弁別課題を 2対用いて連読逆転訓諌
をおこなったところ， 3頭中 1 頭の個体について機能クラス形成の指標と考えられる自発的逆転率と逆転学習の成績に






























くつかの新知見を得た。すなわち，従来にない多数例(計 26頭)を用いて l 歳間隔という徹密な実験をおこなった結
果，トランスファーインデックスの獲得基準は成体群でむしろ下降するという傾向を発見した。この結果と大脳の外形
態に関する計測学的研究の結果とを，野外研究の成果を含む様々な文献と対照することにより，ニホンザルの準成体期
に行動の柔軟度のピークが存在することを初めて明らかにした。ついで，近年の行動分析における大きなテーマの一つ
である機能クラス形成に関する研究を行い，逆転弁別学習における自発的逆転というこれまではヒトにおいてのみ確認
されてきた行動がニホンザルにおいても可能であることが明示された。これらをふまえて弁別字習における方略の使
用や動物の概念行動という問題について，あらためて斬新な論議がなされている。
これらの貴重な成果は，博士(人間科学)学位論文として十分に価値あるものであることを認めた。
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